
小泉町内の渡部ヨシさん小泉町内の渡部ヨシさん
が、8 月 18 日に満百歳をが、8 月 18 日に満百歳を
迎えられ、齋藤町長がお祝迎えられ、齋藤町長がお祝
いに訪問。今も、自宅で元いに訪問。今も、自宅で元
気に生活しております。気に生活しております。
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9
SEPTEMBER

2016

平成28年９月１日発行

月号
Vol.718



８
月
21
日
、
秋
田
県
知
事
を
統
監

と
す
る
、
平
成
28
年
度
秋
田
県
総
合

防
災
訓
練
が
、
秋
田
県
と
井
川
町
・

潟
上
市
・
八
郎
潟
町
・
五
城
目
町
が

指
定
す
る
各
訓
練
会
場
（
25
会
場
）

に
て
実
施
さ
れ
、
当
町
で
は
、
町
の

「
土
砂
災
害
危
険
区
域
」
と
し
て
広

い
範
囲
で
指
定
さ
れ
て
い
る
井
内
地

区
を
訓
練
会
場
に
選
定
し
、
こ
の
日

行
わ
れ
ま
し
た
。

総
勢
約
２
３
０
人
が
訓
練
に
参
加

こ
の
訓
練
は
、
井
川
町
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
及
び
各

関
係
機
関
の
災
害
発
生
時
の
応
急
対

策
に
つ
い
て
実
践
し
対
応
力
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
、
防
災
知
識
の
普

及
・
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
訓
練
に
は
、
井
川
町

を
は
じ
め
、
秋
田
県
や
湖
東
地
区
消

防
署
、
町
消
防
団
、
町
婦
人
会
、
日

赤
奉
仕
団
、
日
本
赤
十
字
社
、
井
内

町
内
会
自
主
防
災
組
織
な
ど
総
勢
約

２
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

訓
練
は
、
下
記
の
想
定
の
も
と
実

施
さ
れ
、
役
場
で
は
災
害
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
、
災
害
情
報
を
迅
速
に

収
集
し
住
民
や
関
係
機
関
に
情
報
伝

達
す
る
訓
練
を
行
い
、
一
方
、
井
内

地
区
で
は
、
住
民
が
避
難
所
へ
避
難

し
、
備
え
付
け
の
避
難
者
名
簿
へ
記

入
す
る
ま
で
の
訓
練
や
要
配
慮
者
を

介
助
し
車
イ
ス
で
避
難
さ
せ
る
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
住
民

を
対
象
に
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る

初
期
消
火
講
習
会
や
湖
東
地
区
消
防

署
等
に
よ
る
救
助
訓
練
な
ど
も
実
施
。

今
回
の
訓
練
は
、
町
民
の
方
や
各

関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
よ
り
臨
場
感
が
増
し
た
中
で
行

え
た
訓
練
と
な
り
、
参
加
者
も
本
番

さ
な
が
ら
の
訓
練
に
、
真
剣
な
眼
差

し
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

災害対策本部を設置し情報収集
住民及び各関係機関に情報を伝達

秋
田
県
総
合
防
災
訓
練
︻
井
川
町
井
内
地
区
︼

新
間
町
内
に
引
き
続
き
、
井
内
地
区
で
も
災
害
想
定
訓
練
を
実
施

防
災
知
識
の
普
及
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

◆訓練の主な内容◆

訓練実施項目 訓練内容

災害対策本部
設 置 訓 練

▽住民へ避難勧告発令

▽各関係機関への伝達

自主避難訓練

▽ 消防団・自主防災組織等
による避難者への支援

▽要配慮者の避難支援

初期消火訓練

▽自主防災組織によるバケツ
リレー

▽ 消火器を使用して初期消
火訓練

災 害 救 助
活 動 訓 練

▽ 県防災ヘリでの災害孤立
者救助訓練

▽ 湖 東 消 防 署 に よ る 土 砂
災害巻き込まれ者救助訓練

河川氾濫水害
防 ぎ ょ 訓 練

▽ 消防団員による土のう
積み訓練

避難所開設・
炊き出し訓練

▽避難所名簿の準備、作成

▽ 婦人会等による炊き出し
訓練、応急救護

写真で見る訓練内容

地域住民が避難所へ避難
消防団員が要配慮者を介助

秋田県防災ヘリによる土砂災害孤立者の救助訓練
湖東地区消防署による土砂災害巻き込まれ者救出訓練

◆訓練の想定◆

数日来の降雨により、河川の水位が
上昇している中、前日より水害の警戒
にあたっていた。8 時 30 分頃、秋田
県沖を震源とするＭ８．７の巨大地震
が発生し、南秋地区の各市町では震度
６強を記録。大津波が潟上市沿岸に押
し寄せる。また、諸処で家屋の全半壊、
火災、土砂災害、堤防の亀裂、ライフ
ラインの途絶等が発生した。

避難所では避難者
名簿へ記入

町消防団による水防・消火訓練
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飲
酒
運
転
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

標
語
入
選
者

町民総ぐるみ 飲酒運転撲滅 キャンペーン開催

式
で
は
、
井
川
小
・
中
学
生
よ
り
応

募
い
た
だ
い
た
、
飲
酒
運
転
撲
滅
標
語

入
選
作
の
表
彰
や
飲
酒
運
転
撲
滅
誓
約

書
の
伝
達
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
を

あ
げ
て
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に
取
り
組
む

よ
う
、
参
加
者
一
同
、
安
全
な
地
域
社

会
づ
く
り
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
ま

た
、
式
の
最
後
に
は
、
井
川
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
園
児
が
可
愛
ら
し
い
ミ
ニ
警

官
の
制
服
を
着
て
、
パ
ネ
ル
を
使
い
飲

酒
運
転
を
行
わ
な
い
よ
う
呼
び
か
け
た

り
、
今
戸
子
ど
も
民
謡
手
踊
り
や
井
川

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
行
わ
れ
た

り
と
、
飲
酒
運
転
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。

【
小
学
４
年
生
の
部
】

〇
優
秀
賞 

若
狹
善
元
さ
ん
（
羽
立
）      

　
　

  

〃　

   

伊
藤
清
香
さ
ん （
今
戸
）

【
小
学
５
年
生
の
部
】

◎
最
優
秀
賞 

伊
藤
春
香
さ
ん
（
今
戸
）

『
飲
ん
だ
ら
乗
る
な 

ハ
ン
ド
ル
に

 

家
族
や
人
の
命
あ
り
』

〇
優
秀
賞 

畠
山　

真
さ
ん
（
横
岡
）

　
　

  

〃　

   

工
藤
拓
真
さ
ん（
羽
立
）

【
小
学
６
年
生
の
部
】

◎
最
優
秀
賞 

小
野
彩
人
さ
ん
（
街
道
）

『
ア
ル
コ
ー
ル 

１
杯 

事
故
の
も
と
』

〇
優
秀
賞 

幸
坂
百
花
さ
ん
（
街
道
）

　
　

  

〃　

   

武
田
香
桜
さ
ん（
さ
く
ら
）

【
中
学
１
年
生
の
部
】

◎
最
優
秀
賞 

伊
藤
愛
実
さ
ん（
中
下
村
）

『
失
う
ぞ 

家
族
も
仕
事
も 

そ
の
一
杯
』

〇
優
秀
賞 

雄
鹿　

成
さ
ん
（
街
道
）

　
　

  

〃　

   

半
田
る
み
さ
ん（
街
道
）

【
中
学
２
年
生
の
部
】

◎
最
優
秀
賞 

伊
藤
光
晟
さ
ん（
小
今
戸
）

『
酔
っ
て
な
い 

甘
い
意
識
が 

地
獄
道
』

〇
優
秀
賞 

武
塙
結
月
さ
ん
（
井
内
） 

　
　

  

〃　

   

石
井
采
祥
さ
ん （
街
道
）

【
中
学
３
年
生
の
部
】

◎
最
優
秀
賞 

石
井
優
さ
ん
（
綱
木
沢
）

『
飲
酒
運
転 

人
生
棒
に 

振
る
う
だ
け
』

〇
優
秀
賞 

伊
藤
李
紗
さ
ん
（
上
村
） 

　
　

  

〃　

   

中
山
七
葉
さ
ん （
街
道
）

3,004名分の
『飲酒運転撲滅誓約書』を
五城目警察署長へ手渡しました

重大事故に繋がりかねない飲酒運転違反を地
域から無くそうと、８月７日「町民総ぐるみ飲
酒運転撲滅キャンペーン」が町民体育館で開催
され、交通安全に関係する団体をはじめ、一般
町民の方も参加し開催されました。

住民による初期消火訓練 佐竹県知事が訓練を視察

日本赤十字社、日赤奉仕団、町婦人会の方
が協力し炊き出しを実施

避難所となる体育館では、
プライバシー保護のための
段ボールを組み立て、設置

訓練終了後、日本赤十字
社による、「災害時高齢者
生活支援講習」を実施

3



︽
大
会
結
果
︾

▽
子
ど
も
の
部

最
優
秀
賞　

井
川
卓
球
ス
ポ
少　

９
名

優
秀
賞　
へ
っ
ぽ
こ
ボ
ー
ラ
ー
ズ 

８
名

努
力
賞　

さ
く
ら
ま
ま
こ
こ　

12
名

ユ
ー
モ
ア
賞　
横
岡
子
ど
も
育
成
会　

10
名

▽
一
般
の
部
（
団
体
）

最
優
秀
賞　

今
戸
婦
人
会　
　
　

13
名

優
秀
賞　

街
道
町
内　
　
　
　

13
名

努
力
賞　

飛
塚
婦
人
会　
　
　

12
名

ユ
ー
モ
ア
賞　

赤
沢
婦
人
会　
　
　

９
名

熱
演
賞　

田
中
町
内　
　
　
　

12
名

▽
一
般
の
部
（
個
人
）

最
優
秀
賞　

鈴
木　

鈴
子
さ
ん
他
３
名

優
秀
賞　

鎌
田　

和
夫
さ
ん
他
３
名

努
力
賞　

渡
部　

チ
ヨ
さ
ん
他
１
名

ユ
ー
モ
ア
賞　

安
田　

孝
子
さ
ん
他
３
名

熱
演
賞　

伊
藤　

恵
美
さ
ん

熊本の復興を願いながら踊る団体も

一般の部（ 団体） 最優秀賞 子どもの部 最優秀賞一般の部 （個人） 最優秀賞

全
町
盆
踊
り
大
会

―
華
や
か
な
衣
装
で

夏
の
夜
に
彩
り
添
え
て

華
麗
に
舞
い
踊
る
―

８
月
17
日
、
台
風
７
号
が
秋
田
県

に
最
も
接
近
し
、
全
町
盆
踊
り
大
会

の
開
催
自
体
、
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
参
加
者
の
熱
意
が
台
風
の

速
度
を
速
め
た
の
か
夕
方
に
な
る

と
、心
配
し
て
い
た
雨
も
落
ち
着
き
、

会
場
を
町
民
体
育
館
へ
移
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
行
う

こ
と
が
で
き
、
一
安
心
。

夕
暮
れ
時
、
全
町
に
響
き
渡
ら
ん
ば

か
り
の
勢
い
で
、
太
鼓
の
音
が
テ
ン
ポ

良
く
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
そ
の
勢
い
に
誘

わ
れ
る
よ
う
に
、
続
々
と
踊
り
手
の
方

た
ち
が
会
場
に
集
ま
り
始
め
ま
し
た
。

開
始
時
は
穴
が
開
い
て
い
た
踊
り
の
輪

も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
ど
ん
ど
ん
広

が
り
、
終
盤
で
は
夏
の
夜
を
華
麗
に
舞

う
踊
り
手
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
今
年
の
夏
行
事
を
大

い
に
満
喫
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
夏
の
夜

と
な
り
ま
し
た
。
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↓写真、明るめにお願いします

現
在
、
秋
田
県
内
の
大
学
で
看
護
師
を

目
指
し
勉
強
し
て
い
る
。
多
く
の
知
識
や

技
術
を
身
に
つ
け
、
将
来
、
秋
田
県
の
医

療
に
貢
献
し
た
い
。
ま
た
、こ
れ
か
ら
は
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
日
々
精
進

し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家

族
、
教
え
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

共
に
学
ん
で
き
た
仲
間
な
ど
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
後
悔
の
な
い
人
生

を
送
っ
て
い
き
た
い
。

私
は
、
秋
田
市
の
会
社
で
働
き
は
じ

め
、
今
年
で
２
年
目
と
な
る
。
自
分
は

ま
だ
ま
だ
だ
な
と
思
う
と
き
が
あ
り
、

悩
ん
だ
時
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
自

分
を
励
ま
し
て
く
れ
た
友
人
が
い
た
。

そ
ん
な
大
切
な
人
た
ち
と
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
う
。

こ
の
町
で
育
っ
て
き
た
と
い
う
事
に

誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

８
月
15
日
、
井
川
町
成
人
式
が
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

今
年
の
成
人
該
当
者
は
平
成
８
年
度

生
ま
れ
の
方
45
人
で
、
う
ち
、
こ
の

日
参
加
し
た
方
は
39
人
で
し
た
。

式
で
は
、
町
か
ら
「
成
人
の
証
」

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
新
成
人
代
表

と
し
て
伊
藤
直
生
さ
ん
が
『
誓
い
の

言
葉
』
を
、
伊
藤
穂
香
さ
ん
を
は
じ

め
３
人
が
「
二
十
歳
の
提
言
」
を
述

べ
る
と
、
参
加
者
各
々
が
、
新
成
人

と
し
て
の
自
覚
と
社
会
的
責
任
の
重

み
を
実
感
し
気
を
引
き
締
め
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
、
式
終
了
後
に
は
恩

師
で
あ
る
山
内
和
幸
先
生
と
佐
々
木

隆
行
先
生
、
鈴
木
栄
子
先
生
か
ら
記

念
講
話
を
い
た
だ
き
、
中
学
生
時
代

の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
た
り

し
、
参
加
者
一
同
、
当
時
の
思
い
出

を
懐
か
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

平成28年度井川町成人式

私
た
ち
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
か

ら
二
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
多
く
の
時
間
を
こ
こ
井
川
町
で
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。
町
中
に
溢
れ
る
豊

か
な
自
然
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

る
町
民
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち

は
優
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
人
間
へ
と

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
私
た
ち
が
井
川
町
に
恩
返

し
を
す
る
番
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
十
二
分
に
発

揮
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
多
く
の

ご
指
導
を
い
た
だ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
日
こ
の
成
人
式
を
迎
え
た
一
人

の
大
人
と
し
て
、
自
分
の
行
動
に
よ
り

責
任
を
持
た
せ
ら
れ
る
よ
う
日
々
邁
進

し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し
、
誓
い
の

言
葉
と
致
し
ま
す
。

現
在
、
体
育
教
師
を
目
指
し
、
東
京

の
大
学
に
通
い
、
一
人
暮
ら
し
し
て
い

る
。
親
元
を
離
れ
生
活
し
て
み
て
、
改

め
て
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
き
上

が
っ
て
く
る
。
い
つ
か
、
同
じ
目
線
に
た

ち
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
が
出
来
た
ら
、

一
番
の
親
孝
行
な
の
で
は
と
思
っ
て
い

る
。
生
ま
れ
育
っ
た
井
川
町
、
秋
田
県

の
野
球
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、
今
後
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

■　

□　

二
十
歳
の
提
言　
□　

■

■ 

□　

誓
い
の
言
葉　
□  

■中道 拓海さん
( 街　道 )

伊藤 穂香さん
( 小竹花 )

三浦 祐太郎さん
( 街　道 )

伊藤 直生さん
( 大　倉 )
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医
療
費
が
高
い
と
ど
う
な
る
か

国
保
加
入
者
が
医
療
機
関
の
窓

口
で
支
払
う
お
金
は
医
療
費
の
一

部
（
１
割
～
３
割
）
で
、
残
り
は

町
で
運
営
す
る
国
保
で
負
担
し
て

お
り
ま
す
。
医
療
費
が
増
す
と
、

よ
り
多
く
の
財
源
確
保
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
結
果
、
国
保
加
入
者

よ
り
負
担
し
て
い
た
だ
く
「
国
保

税
の
増
大
」
に
つ
な
が
る
一
つ
の

要
因
に
も
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
加
入
者
一
人
ひ
と

り
が
医
療
と
の
関
わ
り
方
を
見
直

し
な
が
ら
、
医
療
費
の
抑
制
に
つ

な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加
入
者

職
場
の
医
療
保
険
（
健
保
組
合
や
共
済
組
合
等
）
や
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
、
生
活
保
護
に
よ
る
医
療

費
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
以
外
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
（
被
保
険
者
）
と
な
り
ま
す
。
平
成
28
年
３
月
末
現
在
の

井
川
町
国
保
の
一
般
被
保
険
者
数
は
９
７
５
人(

前
年
度
末
比
28
人
減)

、

退
職
被
保
険
者
数
は
70
人
（
同
29
人
減
）
で
、合
わ
せ
て
１
，０
４
５
人
（
同

57
人
減
）
が
国
保
加
入
者
と
な
り
、
全
町
民
の
20
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
均
年
齢
は
58
・
３
歳
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

症
状
が
改
善
し
な
い
な
ど
と
言
っ

て
、
一
つ
の
症
状
で
複
数
の
医
療
機

関
を
渡
り
歩
く
こ
と
は
、
初
診
料
金

や
検
査
料
が
重
複
し
、
医
療
費
が
高

騰
す
る
要
因
と
な
り
ま
す
。
自
分
の

体
の
状
態
や
病
歴
な
ど
を
よ
く
知
る

か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ
と
が
大
事

で
す
。

定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

健
康
診
断
は
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。
職
場

な
ど
で
行
わ
れ
る
健
診
の
ほ
か
に
、

町
で
行
う
循
環
器
健
診
を
年
に
１
回

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
健
診
結

果
に
必
ず
目
を
通
し
、
日
頃
の
健
康

管
理
に
役
立
て
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

平
成
27
年
度 

国
民
健
康
保
険
医
療
費
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

国保だより

一般被保険者１人当たりにかかる一年間の医療費を示し
たものです。平成２６年度に急増してからは高いまま推
移しております。

一日当たりの診療費を示したものです。入院が上昇し
続けており、市町村平均を大きく上回ることが予想さ
れます。外来については減少に転じており、市町村平
均に近づいております。

受診率※を入院及び入院外（外来診療や薬剤処方など）別
に示したものです。２7年度は前年と比べ入院は若干低下
したものの、入院外はほぼ横ばいです。
※受診率：被保険者100人当たりの受診件数を示し、この数値

が高いほど医療費が増加する傾向にあります。

〔単位：円〕

〔単位：円〕

〔単位：件 / 百人あたり〕

「表中の数値は、国民健康保険事業状況より」
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齋

　　藤

　　多

　　聞

□国民健康保険の医療費支払いのしくみ□

国保加入者
（被保険者）

医療機関
（保険医）

市町村
（保険者）

国保連合会
（審査会）

保険証を
交付する 国保税の納付

窓口負担を支払う

診察する

審査報告

医療費を請求

医療費の支払い

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
に
、
平
成
28
年
10
月
１
日

か
ら
使
用
す
る
新
し
い
被
保
険
者
証

を
９
月
中
に
簡
易
書
留
に
て
郵
送
い

た
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
は
保
険
医
療
機
関
等

で
受
診
す
る
と
き
に
国
保
の
加
入
者

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
唯
一
の

証
明
書
で
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証

の
交
付
に
際
し
て
、
次
の
こ
と
を
必

ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
被
保
険
者
証

は
、
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
捨
て
る
か

役
場
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
現
在
入
院
中
あ
る
い
は
通
院
中
の

方
は
、
10
月
１
日
以
降
、
新
し
い

被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
等
窓
口

へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
長
期
に
わ
た
っ
て
通
院
さ
れ
て
い

る
方
も
月
の
初
め
に
必
ず
被
保
険

者
証
を
医
療
機
関
等
窓
口
へ
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
10
月
１
日
以
降
、
新
し
く
国
民
健

康
保
険
へ
加
入
し
た
時
も
入
院
・

通
院
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
被
保

険
者
証
を
医
療
機
関
等
窓
口
へ
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

『
被
保
険
者
証
』
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

～
９
月
に
簡
易
書
留
で
お
届
け
し
ま
す
～

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
、

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
際
は
、

必
ず
国
保
の
喪
失
手
続
き
を
！

＝
窓
口
は
役
場
で
す
＝

◇
国
保
加
入
者
が
、
就
職
な
ど
で
社

会
保
険
等
に
加
入
し
た
際
は
、
役

場
に
て
国
保
喪
失
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
こ
の
手
続
き
を
せ
ず
、

健
康
保
険
に
二
重
加
入
し
て
し

ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
最
近
増
え

て
お
り
ま
す
。
他
の
保
険
に
加
入

し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
自
動
的
に

喪
失
さ
れ
ま
せ
ん
。
保
険
料
に
も

関
係
し
て
き
ま
す
の
で
、
社
会
保

険
等
に
加
入
し
た
ら
、
早
め
の
喪

失
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
世
帯
主
や
住
所
の
変
更
、
そ
の
他

異
動
（
出
生
・
死
亡
）
等
が
生
じ

た
場
合
も
、
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
役
場
町
民
課
に
て

手
続
き
し
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
民
課
健
康
福
祉
班

電
話
８
７
４
―
４
４
１
７

有
線
４
４
３
７

国民健康保険　　　　　　　　有効期限
被保険者証　　　　　　   番     号

氏　　 名　　　　　　　　　　　　　　性別
生年月日
世帯主氏名

住　　 所          被保険者証見本
資格取得年月日
交付年月日
保険者番号　　　　　　　保険者名　井　川　町

八
月
十
五
日
に
成
人
式
が
行
わ
れ

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、

大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
と
い
っ
た

気
負
い
よ
り
も
、
久
し
ぶ
り
に
同
級

生
や
先
生
方
と
顔
を
合
わ
せ
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思

え
る
笑
顔
が
見
ら
れ
、印
象
的
で
あ
っ

た
。
成
人
式
と
い
う
一
生
に
一
度

の
節
目
だ
か
ら
こ
そ
、
大
人
に
な
る

意
味
を
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
欲
し

い
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

自
分
の
行
動
一
つ
ひ
と
つ
に
責
任
を

持
つ
こ
と
が
大
人
で
は
な
い
か
。
仲

間
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
趣
旨
の
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
式
典
が
終
わ
っ
た

直
後
、「
成
年
年
齢
を
現
行
の
二
十

歳
か
ら
十
八
歳
に
引
き
下
げ
る
た
め

の
民
法
改
正
案
を
来
年
の
通
常
国
会

に
提
出
す
る
方
針
。
早
け
れ
ば
平
成

三
十
二
年
か
ら
導
入
。」
と
い
う
報
道

を
目
に
し
て
、
私
自
身
が
改
め
て
成

人
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
日

と
な
っ
た
。

民
法
で
は
「
年
齢
二
十
歳
を
も
っ

て
、
成
年
と
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
、

関
連
す
る
法
律
を
含
め
、
成
年
に
達

す
る
こ
と
で
与
え
ら
れ
る
権
利
や
義

務
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
年
齢
が

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
権
利
や

義
務
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
れ

ば
、
税
制
に
関
す
る
事
項
や
国
民
年

金
の
加
入
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
下

げ
は
さ
れ
な
い
は
ず
だ
。
多
く
の
方

が
真
っ
先
に
頭
に
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
飲

酒
、
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意

見
が
あ
り
、
法
改
正
と
併
せ
て
検
討

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
大
き
な

変
革
期
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認

識
し
、
今
後
の
議
論
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

成
年
の
年
齢
に
達
す
る
時
期
は
、

こ
れ
ま
で
と
大
き
く
環
境
が
変
わ
り

成
長
を
遂
げ
る
時
で
あ
る
。
今
回
成

人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
成

年
に
達
し
た
か
ら
大
人
で
は
な
く
、

与
え
ら
れ
た
権
利
を
し
っ
か
り
と
自

覚
し
、
自
ら
責
任
を
持
つ
こ
と
で
初

め
て
大
人
と
呼
べ
る
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
大
人
へ
の
階
段
を
上
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。
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平成 28 年、第４回井川町議会

臨時会が８月 16 日に行われ、町

より上程した提出案件について原

案どおり可決されました。提出案

件は次のとおりです。

△

平成 28 年度井川町一般会計補正

予算について、歳入歳出予算総

額に歳入歳出それぞれ 18,500

千円（普通交付税・地方創生

加速化交付金に係る予算等）

を追加し、歳入歳出の予算総

額をそれぞれ 3,035,300 千円

とする。

平成 28 年
第４回井川町議会臨時会 井川町特産品開発研究会のメンバー会員募集！

町では、昨年度策定した「井川町総合戦略」に基づいて農業振興や特
産品開発を進めるとともに特産品のマーケティング等を行うため、かね
てより、国に地方創生加速化交付金事業を申請しておりました。

この度、この事業計画が認められ、町内農産物や地域資源を活用した
商品開発を進め、農産物の付加価値を高めるとともに本町のイメージづ
くり、販売ルートの開拓等を担う「井川町特産品開発研究会」を組織す
ることにしました。なお、総合戦略では、新規特産品開発５品目や振興
作物の作付面積の拡大等、具体的な目標を掲げております。

募集内容等は、次のとおりです。
◇活動内容：　

特産品の開発及び基準づくりや販売拡大のための方策、ネーミング等の開発
◇応募資格：①井川町に農地等を所有する農業法人及び農家
　　　　　　②井川町内の商工業者
　　　　　　③井川町産品を使用した商品開発に取り組む企業、

団体及び個人
◇応募期限：９月２０日まで（以後の加入も可）

【問い合わせ】井川町役場産業課　産業振興班

電話　018-874-4418　有線4546

ラジオ番組「ハナキン桜庭編集部」のパーソナリティ
3 名と㈱ローカルフレッシュ代表 湊喜孝さんがタイ
アップし、ラジオ放送 10 周年を記念して、日本酒を造
ろうと井川町内の水田で「酒米」づくりから現在、挑戦
中！来年の発売を目指し、ネーミングを募集します。

応募いただいたネーミングをもとにスタッフや関係者
で審査会を開催し、決定した名前は瓶に貼るラベルに入
れて世に送り出します。ハナキン桜庭編集部のイメージ
と井川町の豊かな水と大地などを想像させるようなフ
レッシュ感に満ちたネーミングをお待ちしております。

応募は番組宛にメール、FAX、ホームページやフェ
イスブックへのコメントでも OK です。応募期間は 9
月末までです。採用された方には、出来た日本酒をいち
早くプレゼント！その他にも豪華賞品もありますよ。

みなさんからのたくさんの
ご応募お待ちしております！

詳 し く は、 ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.art-as.co.jp/
hanakin/）でご覧ください。
現在に至るまでの経過もご覧
いただけます。

「ハナキン桜庭編集部」とは？

ラジオ放送ＦＭ秋田で毎週金曜日午後 6 時
から 6 時 55 分まで放送している番組。パー
ソナリティは桜庭みさおさんを編集長とし、編
集部員として椎名恵さんと真坂はづきさんが隔
週で担当し、秋田市中通のエリアなかいちのに
ぎわい交流館にあるサテライトスタジオから公
開生放送を行っている。

毎週秋田県内から様々なゲストを招いての
トークコーナー、編集長の食の知識コーナーな
どを楽しく放送。また、「ハナキンファーム」
と称し現在、井川町内の水田に酒米を植え、パー

ソナリティ 3
名が㈱ローカ
ルフレッシュ
の指導のもと
農作業を行い、
酒米づくりに
挑戦中である。

『ハナキン桜庭編集部（ラジオ番組）』で日本酒のネーミングを募集します！
～井川町内の水田で「酒米」づくりに挑戦中！～
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『ふるさとあきたラン！』へ出場する井川町代表選手が決定しました！
◇◇◇　練習などで走っている姿を見かけたら声援を送ってください　◇◇◇

第 3 回秋田 25 市町村対抗駅伝
ふるさとあきたラン！大館大会

2016 年 10 月 2 日（日）開催
大館樹海ドーム発着　  11：00 ｽﾀｰﾄ

※開会式は前日となります。

選手区分 選手氏名 町内名

小学生女子
齋　藤　千　帆 寺　沢

湊　　　萌　唯 坂　本

小学生男子 畠　山　賢　悟 さくら

中学生女子

半　田　香　織 羽　立

伊　藤　美　海 中下村

齋　藤　紗　月 赤　沢

中学生男子
小武海　佑　人 新屋敷

八　柳　航　人 坂　本

高校生女子 小武海　春　香 羽　立

高校生男子
北　野　　　恋 街　道

小武海　泰　士 小竹花

一 般 女 子 北　野　愛　華 街　道

一 般 男 子 遠　藤　俊　貴 今　戸

壮　　 年

渡　部　和　朝 新　間

湊　　　　　一 坂　本

澤　石　　　聡 井　内

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

〔監　督〕湊　　一　　（町スポーツ推進委員長）
〔コーチ〕信田　秀樹（井川中学校教頭）
〔コーチ〕鈴木　彰　　（井川小学校教諭）

８
／
20~

21

南
秋
田
郡
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
新
人
交
流
大
会

（
会
場
／
八
郎
潟
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
成　

績
】

◎
優　

勝　

井
川
町
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

※
９
月
17
日
か
ら
潟
上
市
で
開
催
さ

れ
る
東
北
学
童
軟
式
野
球
新
人
秋

田
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

日本国花苑で、毎週土曜日の夕方
合同練習をしております。

８
／
27~

28

第
42
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
剛
柔
会

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

（
会
場
／
神
奈
川
県
横
浜
文
化
体
育
館
）

【
組
手
の
部
／
女
子
】

▽
小
学
５
年
の
部

第
３
位　

伊
藤 　

渚
（
宇
治
木
）

▽
小
学
２
年
の
部　

第
３
位　

鈴
木 

こ
こ
ろ
（
街
道
）

▽
小
学
３
年
の
部　

　

優
秀
賞
／
ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　

佐
藤　

智
佳
（
小
泉
）

▽
中
学
１
年
の
部

　

優
秀
賞
／
ベ
ス
ト
８　

　
　
　
　
　

伊
藤　

朱
里
（
赤
沢
）

左から順に、鈴木こころさん、佐藤智佳さん、
伊藤渚さん、伊藤朱里さん
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　8/2
平和への誓いを新たに
～井川町戦没者追悼式～

井川町戦没者追悼式が、遺族や町議会議員等
来賓ご参列のもと、町農村環境改善センターで
執り行われました。

式では、はじめに戦没者 191 名の名前を朗読
し、黙とうを捧げ、参列者により献花が行われ
ました。

また、遺族会副会長の湊冨夫さんが謝辞を述
べ、平和への思いを新たに誓っておりました。

　8/4
こどもセンター園児によるお茶会

～茶会の作法を学ぶ～
こどもセンター 5 歳児による「夏のお茶会」

が、遠州流の千葉先生などご指導のもと、町農
村環境改善センターで行われました。園児たち
は、茶会の基本的なマナーである「座り方」・「お
茶のいただき方」など、お茶を飲みながら楽し
く学び、なかにはきれいな姿勢でお茶をいただ
いている園児もおり、先生に上手と褒められて
おりました。

7/29
神秘に満ちた大自然をウォーキング

～中島台レクリエーション～

鳥海山の北西山麓に広がる中島台レクリエー
ションの森を散策するイベントが、21 名の町
民が参加のもと行われました。参加者の皆さん
は、森に広がるブナの原生林を散策し、神秘に
満ちた樹齢約 300 年、幹まわり 7.62 ｍの日
本一太いブナやここでしか見られない鳥海マリ
モなどを見学。森のマイナスイオンを浴びなが
らウォーキングし心地よい汗を流しました。

7/30
いかわっこが座禅を体験

夏休み期間中、地域の子どもを対象に「あつ
まれ！いかわっこ in 今戸児童館」が行われ、
約２０人の児童が今戸児童館に集まりました。

児童館では、夏らしくスイカ割りやゼリーづ
くりなどを楽しみ、夜は今戸實相院へ場所を移
しての座禅体験。目の前にある「お月様」をひ
たすら見つめ心を無にしておりました。座禅の
後は、そのままみんなでお寺にお泊り。みんな
よく眠れたかな？

10



学
校
安
全
教
育

に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
と
し
て
、
こ

の
度
、
秋
田
県
教

育
委
員
会
よ
り
秋

田
県
学
校
安
全
表

彰
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。 功

績
を
た
た
え
て

７
／
31
日

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
58
回
秋
田
県
大
会

【
秋
田
県
民
会
館
】

中
学
校
／
小
編
成
の
部　

銀　

賞　

井
川
中
学
校

平
成
28
年
度
秋
田
県
学
校
安
全
表
彰

　8/8
小学生が日本国花苑内で生きもの調査

～八郎湖子ども交流会～
八郎湖周辺の小学生（4 ～６年生）を対象に、八郎

湖周辺の自然環境を学ぶ「八郎湖子ども交流会」が行
われました。この交流会は、NPO 法人はちろうプロ
ジェクトが主催となり開催したもので、近隣市町村の
子ども 27 名が参加。

日本国花苑内の堤で水辺の生き物を探し、午後から
は秋田県立大学で、採取した水の中にどんな生き物が
いるのか顕微鏡を使い観察。町内外の枠を超え、学び
ながら楽しく交流しました。

健全育成少年サポート「井川さくら」

　8/4
井中生、ボランティアに汗を流す

～井川中サマーボランティア～

井川中 3 年生と１・2 年生のボランティア委員によ
るサマーボランティアが、今年も行われました。夏休み
を利用し実施されるこの活動は、自主的・自発的な活動
を通してボランティア精神を養うことを目的に行われ、
この日取材で伺った高齢者宅では、生徒たちが窓拭き等
を行い、ピカピカに。家主の方は「手の届かない所など
を掃除してもらってとても助かった。」と感謝しており
ました。

町内の老人保健施設では、
利用者の方にお茶出しも。

8/18
働くことにより、責任の重さを体験

～井川中２年生職場体験活動～

井川中２年生による職場体験活動が 8 月 17 日か
ら 3 日間に渡り行われ、協力いただいた町内外の事
業所等を訪問し、就労体験にチャレンジしました。

湖東地区消防本部を訪れた 4 名の生徒は、本物の消
防服を着用し消火活動を体験。勢いよく出る水に驚い
ている様子でした。翌日は、高台にのぼって救助訓練を
行ったとのこと。高い所での作業、大丈夫だったかな？
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8/19
渡部ヨシさんがめでたく百歳を迎えられる

～満百歳おめでとうございます～
8 月 18 日に、渡部ヨシさん（小泉）が満百歳を迎え

られ、19 日の日、町長がお祝いに自宅を訪れました。
ヨシさんは、井川町で出生し４人兄弟の長女で、昭

和 10 年にご結婚。４女をもうけ、現在、孫７人・ひ
孫３人に恵まれております。長生きの秘訣をお聞きし
たところ「何でも食べて、（家の中を）散歩すること」
と自分でしっかり受け答えし、話していただきました。 
どうか今後も、ますますお元気でお過ごしください。

8/22
平成 30 年度の開設にむけ、校名などを協議

～小中一貫校推進委員会の開催～
第２回井川町小中一貫校推進委員会が役場大会議室

にて開催されました。この委員会は、井川小中学校の
校長先生と教頭先生、町３役が委員となり、平成 30
年度の小中一貫校開設に向け組織されたもの。２回目
となる今回は、校名や校章、職員駐車場や遊具整備計
画など、町から提案された案件を協議し活発な意見交
換が行われました。今後、具体的な内容が決まりしだ
い、随時お知らせしていきます。

8/25
町民皆さんのご協力、感謝いたします

～チャレンジデー 2016 ～
去る 5 月 25 日に行われた「チャレンジデー」は、

大勢の町民よりご参加いただき、今年も金メダルが認
定されたことを以前お伝えしましたが、そのメダル認
定証授与式が東京都 日本財団ビルにおいて開催され、
笹川スポーツ財団の小野清子理事長より、町民皆さま
を代表し大石教育長がメダル認定証を受取りました。

皆さんのご協力により、これで当町は 6 年連続の
受賞となります。ご協力、感謝いたします。

8/25
こどもセンター園児がブラックベリー収穫

～ことぶきベリー園で実施～
こどもセンター園児、４・５歳児が、綱木沢町内に

ある「ことぶきベリー園」で、ブラックベリーの摘み
取り体験をしました。今年の 5 月に苗木を植えまし
たが、今回は摘み取りに挑戦！園児らは実を潰さない
よう丁寧に指で摘まみ収穫し、持参したカップに入れ、
みんなのカップは収穫した実でいっぱいになっていま
した。なお、収穫した実は一旦冷凍し、後日、ジャム
などに加工して給食でおいしくいただくそうです。
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●　伝　言　板　●
みんなと楽しく活動してみませんか

第２回「自然ウォーキング＆トレッキング」
を実施します

～男鹿の山から、井川町を眺めよう～

今年度、第２回目となる自然ウォーキング＆トレッ
キングを開催します。今回は、身近で遠い男鹿三山を
コースにしました。少しハードですがチャレンジして
みてください。当日は、町民バスを利用します。日頃
の運動不足やストレス解消になること間違いありませ
ん。詳細の行程・内容に関しましては、参加が確定し
た方々に直接、ご連絡させていただきます。
□日　程　１０月１４日（金曜日）

午前７時30分出発、午後５時到着予定
□行き先　男鹿市「門前から真山伝承館」までの軽登山
□参加料　１，０００円※９月末まで

□締切り　９月 26 日まで。定員になり次第締切り。
【申込み先・問い合わせ】井川町公民館

電話 874-4422　有線 4443

教室・講座 開　催　日 会　場

和太鼓サークル
10 日、24 日  

17：00 から
町農村環境
改善センター

９月の公民館活動

「伊藤忠一写真展」
　伊藤氏が、町内の風景を撮りためた写真を一
堂に展示しております。是非、ご覧ください。

展示期間　８月 24 日（水）～９月 20 日（火）
展示場所　町農村環境改善センター１F

町民ギャラリー

井川町絵画同好会「虹展」
メンバー１１名和気あいあいと各々個性を大切に

絵を描いております。１年間の成果をごゆっくりと
ご覧ください。
□会期　９月４日（日）～９月 11 日（日）
　　　　午前10時～午後５時（最終日 午後4時まで）
□会場　五城目町「五城館」２Ｆ

【問い合わせ先】鈴木 友子（飛塚）
電話 874-3321　有線 3084

「歌声サロン」開催

皆さん、日頃大きな声を出す機会が少なくなった
と思いませんか？歌うことは誰にでも出来ること。

「声があまりでない」「音痴だ」そんなことは気に
しないで、みんなと楽しく歌いましょう。
どうぞ、皆さん声を掛けあって、多数参加ください。

□とき　９月８日（木）午前 10 時から
□会場　町農村環境改善センター
□内容　懐メロ、童謡、唱歌など
□主催　井川町芸術文化協会
※参加無料です。飲み物をご持参ください。

全町野球大会でボールボーイを行ってくれた、澤橋くん！

第 55 回桑名旗争奪全町野球大会
（会場：町民球場・井川中グラウンド）

【成　績】
◎優　勝：街道チーム 〇準優勝：羽立チーム

　　　　　　　【優勝：街道チーム】
個人賞

最優秀賞　白川　海斗さん（街道）
優　秀　賞　白川　空斗さん（街道）
　〃　　　小坂　和也さん（羽立）

最優秀賞
白川 海斗さん

TEL（874）4422　有線4443

生涯学習
だより井川町教育委員会

生涯学習班

のいい顔 み～つけた！街
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今
年
も
次
の
日
程
で
首
都
圏
ふ
る
さ
と
井

川
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
10
月
初
旬
を

目
途
に
会
員
の
皆
様
へ
総
会
の
ご
案
内
を
し

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
案
内
状
が
届
い
て
い
な

い
方
や
住
所
に
変
更
の
あ
る
方
、
ま
た
、
井

川
町
内
や
秋
田
市
な
ど
首
都
圏
以
外
で
も
、

総
会
へ
参
加
希
望
の
方
（
親
戚
・
同
級
生
な

ど
）
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
送
付
先
の
住
所
、
宛
名
等
お
知

ら
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
と
会
場
が
変
更
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□
日
時　

11
月
12
日
（
土
）
午
後
５
時
～

□
場
所　

総
合
宴
会
場
「
オ
ー
ラ
ム
」

東
京
都
台
東
区
東
上
野
１
―
26
―
２

電
話
０
３
―
５
８
１
２
―
１
１
２
３

http://w
w

w
.aurum

-ueno.jp

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話
８
７
４

－

４
４
１
１
／
有
線　

４
５
６
１

あ
な
た
の
学
業
を
応
援　

井
川
町
奨
学
基
金
（
後
期
）
貸
付
申
請
を
受
付
し
ま
す

町
で
は
、
有
用
な
人
材
の
育
成
と
進
学
な

ど
の
就
学
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
奨
学
金
を
無
利
子
で
お
貸

し
し
ま
す
。

□
対
象
と
な
る
方

井
川
町
住
民
の
子
弟
で
あ
っ
て
、
大
学
、

短
期
大
学
、
専
門
学
校
、
高
等
学
校
等
に
在

学
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
。

①
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
良
で
あ
る
こ
と

②
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
学
費
の
支
弁
が

困
難
な
方

③
他
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

□
貸
与
額

▽
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
生

自
宅
外
通
学　

月
額 

３
５
、０
０
０
円

自
宅
通
学　
　

月
額 

２
５
、０
０
０
円

入
学
初
年
度　
　

 

３
０
０
、０
０
０
円

▽
高
校
生
等　
　

月
額 

１
５
、０
０
０
円

入
学
初
年
度　
　

 

１
０
０
、０
０
０
円

□
貸
与
期
間

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
正
規
の
就
学
期
間

□
申
請
に
必
要
な
書
類
等

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
学
校
長
の
推
薦
書
及
び
学
業
成
績
証
明
書

③
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
証
明
書
（
写
し
）

④
保
証
人
及
び
保
護
者
家
族
調
書

⑤
申
請
者
の
住
民
票
謄
本

⑥
世
帯
及
び
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書

□
申
込
み
の
受
付
期
限

　

平
成
28
年
９
月
12
日
（
月
）【
後
期
分
】

□
返
還
方
法

①
卒
業
し
た
と
き
、
ま
た
は
奨
学
金
の
貸
与

契
約
が
解
除
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
月
の

翌
月
か
ら
貸
与
を
受
け
た
月
数
の
２
倍
の

月
数
内
に
月
賦
で
返
還
（
無
利
子
）

②
月
額
貸
与
及
び
入
学
金
等
の
貸
与
を
受
け
た

場
合
は
、
①
に
12
カ
月
を
加
算
し
た
期
間
で

償
還

③
入
学
金
等
の
み
貸
与
を
受
け
る
場
合
は
、

24
ヶ
月
以
内
で
償
還

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
教
育
委
員
会

電
話 

８
７
４

－

４
４
２
４
／
有
線 

４
５
３
８

「
首
都
圏
ふ
る
さ
と
井
川
会
総
会
」
を
開
催

地
域
で
生
活
す
る
精
神
障
害
者
の
方
な
ど

が
、
様
々
な
社
会
体
験
を
通
し
て
交
流
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
で
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

な
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
対

し
て
精
神
障
害
者
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
を
図
り
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時
～

▽
場
所　

・
加
賀
谷
農
園

潟
上
市
天
王
字
下
出
戸
１
―
１

・
道
の
駅
て
ん
の
う

▽
内
容　

午
前
／
果
物
狩
り

午
後
／
栄
養
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
参
加
す
る
方
は
９

月
30
日
（
金
）
ま
で
役
場
町
民
課
へ
申
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
昼
食
は
各
自
、
道

の
駅
て
ん
の
う
に
て
お
取
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
秋
田
中
央
保
健
所

電
話
０
１
８
―
８
５
５
―
５
１
７
１

障
害
者
社
会
参
加
総
合
推
進
事
業
の
開
催

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

総　　　務　　　課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町　　　民　　　課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産　　　業　　　課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
kouminkan@town.ikawa.akita.jp 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。

９月

く

情
らし

報
の
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の９月
　３日（土）井川中学校文化祭　 　（井川中学校）

　６日（火）井川町議会定例会招集予定日

　７日（水）井川町敬老式　　（町民体育館）

２１日（水）～３０日（金）
秋の全国交通安全運動

２７日（火）農業委員会総会 （役場会議室）

１０月

　1 日（土）こどもセンター運動会

  （こどもセンター屋外運動広場）

　２日（日）秋田 25 市町村対抗駅伝　
　　　　　　『ふるさとあきたラン』

　　　　　　※開会式は、10 月１日（土）
　　　　　　　（大館市・樹海ドーム発着）

変
え
よ
う
日
本
の
医
療
、

手
を
つ
な
ご
う
患
者
と
家
族
た
ち

▽
日
時　

10
月
９
日
（
日
）
13
時
～
16
時

▽
場
所　

メ
イ
ン
会
場
／
秋
田
県
児
童
会
館

▽
対
象　

が
ん
患
者
、
体
験
者
、
家
族
、
医

療
、
福
祉
関
係
者
、
支
援
者
、
が
ん
医
療

に
関
心
の
あ
る
方　

※
参
加
無
料

▽
内
容

第
１
部　

が
ん
患
者
・
家
族
、
医
療
者
、

支
援
者
の
取
り
組
み
紹
介

第
２
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
が
ん
、
新
時
代
を
生
き
る
」

第
３
部　

他
会
場
と
の
意
見
交
換
＆
ア
ピ
ー
ル

※
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
秋
田
実
行
委
員
会

事
務
局　

三
浦
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
実
行
委
員
会　

三
浦

電
話
０
９
０
―
５
１
８
８
―
３
９
０
２

『
第
12
回
が
ん
患
者
大
集
会
』
の
開
催

●水質検査結果（浄水）のお知らせ
平成 28 年 7 月 11 日採取分／採取場所：井川町診療所

検査項目 検査結果 基　準　値
一 般 細 菌 1 CFU/ ｍ L 集落数が 100CFU/ ｍ L 以下
大 腸 菌 陰性 検出されないこと
塩化物イオン 10.5 ｍｇ /L 200 ｍｇ /L 以下
有 機 物

※全有機炭素（TOC）量 1.3 ｍｇ /L 3 ｍｇ /L 以下
pH　　　値 7.4 5.8 以上 8.6 以下

味 異常なし 異常でないこと
臭 気 異常なし 異常でないこと
色 度 2.6 度 ５度以下
濁 度 0.1 度未満 ２度以下
残 留 塩 素 0.16 ｍｇ /L 0.05 ｍｇ /L 以上

秋
田
県
森
づ
く
り
推
進
課
よ
り
お
知
ら
せ

県
産
材
を
使
用
し
た
新
築
住
宅
等
で
最
大

30
万
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
！

９
月
５
日
～
11
日
は
、
全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
で
す

法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け

し
ま
す
。
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

電
話
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

秋
田
県
で
は
県
産
材
を
使
用
し
た
新
築
住

宅
や
ぺ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
の
購
入
で
、
最

大
30
万
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る

「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
あ
き
た
木
材
利
用
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ポ

イ
ン
ト
は
、
助
成
金
や
県
産
品
と
交
換
で
き

ま
す
。地
元
の
木
材
を
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
、

地
域
の
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
県
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト(http://w

w
w

.pref.
akita.lg.jp)

」
の
農
林
水
産
部
林
業
産
業
課
の

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
県
林
業
木
材

産
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
県
秋
田
地
域
振
興
局
森
づ
く
り
推
進
課

電
話
０
１
８
―
８
６
０
―
３
３
８
１

介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指
す
方
の
た

め
に
、
国
家
試
験
の
受
験
対
策
の
一
環
と
し

て
「
受
験
直
前
対
策
講
座
」
と
「
全
国
統
一

模
擬
試
験
」
を
実
施
し
て
、
効
率
的
な
学
習

を
支
援
し
合
格
率
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◇
対
象
者　

平
成
28
年
度
介
護
福
祉
士
国
家

試
験
受
験
予
定
者

◇
期
日　

直
前
対
策
講
座　

10
月
９
日（
日
）

模
擬
試
験　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

◇
会
場　

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
10
階

◇
受
講
定
員　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

◇
内
容　

▽
直
前
対
策
講
座
（
講
師 

東
北
福
祉
大
学

総
合
福
祉
学
部
准
教
授 

後
藤
美
恵
子
氏
）

▽
模
擬
試
験
（
中
央
法
規
出
版 

全
国
統
一

模
擬
試
験
第
２
回
）　

※
模
擬
試
験
は
中
央
法
規
出
版
社
の
全
国

統
一
模
擬
試
験
（
第
２
回
）
を
使
用
し

ま
す
。
模
擬
試
験
結
果
は
、
成
績
、
全

国
順
位
、
学
習
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
資
料

と
共
に
受
験
者
本
人
あ
て
に
直
接
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
受
講
料　

１
１
，
３
５
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
は
含
ま
ず
）

◇
申
込
み
締
切
り　

９
月
９
日
（
金
）
ま
で

※
日
程
や
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
等
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
０
１
８
―
８
６
４
―
２
７
７
５

介
護
福
祉
士
国
家
試
験

受
験
直
前
対
策
講
座
＆
模
擬
試
験
の
実
施
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・
ご
家
族
に
、
肺
が
ん
や
中
皮
腫
な
ど
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

・
息
切
れ
、
胸
が
苦
し
い
な
ど
の
症
状
が
出

て
い
ま
せ
ん
か
？

石
綿
に
よ
る
疾
病
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、

各
種
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

心
当
り
の
あ
る
方
は
、
秋
田
労
働
局
労
災
補

償
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
労
働
局
労
災
補
償
課

電
話  

０
１
８
―
８
８
３
―
４
２
７
５

そ
の
病
気
、
そ
の
症
状
は
﹁
石ア

ス
ベ
ス
ト綿﹂
が

原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん

加
齢
と
と
も
に
現
れ
や
す
い
、
口
腔
機
能

や
記
憶
力
の
低
下
、
閉
じ
こ
も
り
な
ど
。
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
要
介
護
状
態
を
招
き

や
す
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
た

め
、
み
ん
な
と
交
流
し
あ
い
、
介
護
予
防
に

つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
し
や
す
い
地
元
の
公
民
館
等
に
集

い
、『
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
学
習
会
』
を

次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

９
月
２
日
（
金
）

街
道
分
館

９
月
９
日
（
金
）

新
屋
敷
分
館

９
月
13
日
（
火
）

小
今
戸
分
館

９
月
16
日
（
金
）

今
戸
分
館

９
月
20
日
（
火
）

新
間
分
館

９
月
23
日
（
金
）

小
泉
分
館

９
月
27
日
（
火
）

宇
治
木
分
館

９
月
30
日
（
金
）

保
野
子
分
館

10
月
４
日
（
火
）

大
倉
分
館

□
時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

□
対
象
者　

65
歳
以
上
の
方

□
内　

容　

軽
運
動
、
口
腔
ケ
ア
、
脳
ト
レ
等

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
８
９
３

－

５
２
３
０
／
有
線
４
３
５
９

介
護
予
防
事
業
に
お
け
る

『
介
護
予
防
出
前
講
座
』
の
開
催

▽
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何
か
特
別
な

こ
と
を
す
る
人
で
は
な
く
、
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家

族
を
温
か
く
見
守
り
支
え
て
く
だ
さ
る
方

の
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
、
認
知
症
を
知
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

▽
講
座
（
60
分
程
度
）
を
受
け
て
い
た
だ
く

と
、
ど
な
た
で
も
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
地
域
の
集
ま
り
、
職
場

な
ど
で
講
座
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？
ス
タ

ッ
フ
が
出
向
き
ま
す
の
で
、
講
座
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
８
７
４
―
２
６
１
１
／
有
線
４
４
５
１

65
歳
以
上
の
日
頃
運
動
習
慣
の
な
い
男
性

を
対
象
と
し
た
運
動
教
室
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ゲ
ー
ム
等
を
行
い
筋
力
向
上
と
運
動

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

運
動
が
苦
手
な
方
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た

だ
け
る
内
容
で
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
日
時　

９
月
16
日
（
金
）
９
時
半
～
11
時

※
次
回
は
10
月
28
日
開
催
予
定
で
す
。

□
場
所　

井
川
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

（
町
民
体
育
館
向
か
い
側
の
施
設
）

□
内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
ゲ
ー
ム
や
軽
運
動

□
持
ち
物　

内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
定
例
の
「
は
つ
ら
つ
軽
運
動
教
室
」
は
、

９
月
２
日
（
金
）
午
前
９
時
半
か
ら
健
康

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
８
９
３

－

５
２
３
０
／
有
線
４
３
５
９

﹁
は
つ
ら
つ
軽
運
動
教
室
﹂
と

﹁
軽
運
動
教
室 

男
性
ク
ラ
ブ
﹂
を
開
催

井川町敬老式および金婚式

□日 時　9 月 7 日（水）午前 11：00 ～

□会 場　井川町民体育館
□ 内 容　式典および記念品の贈呈、敬

老作文の朗読、こどもセンター園児
の踊り、歌謡ショーなど

【問い合わせ】役場町民課 戸籍係
電話 874-4415 ／有線 4431

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

地
域
や
職
場
で
開
催
し
ま
せ
ん
か
？

秋
田
県
司
法
書
士
会
で
は
、10
月
１
日
の「
法

の
日
」
に
あ
わ
せ
、
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
１
日
（
土
）
10
時
～
16
時

▽
場
所　

秋
田
県
司
法
書
士
会
館
３
階

秋
田
市
山
王
６
丁
目
３
番
４
号

▽
内
容　

登
記
、
相
続
、
遺
言
、
成
年
後

見
、
借
金
、
多
重
債
務
、
悪
質
商
法
、
境

界
・
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

※
相
談
方
法
は
面
談
で
、
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
秋
田
県
司
法
書
士
会

電
話
０
１
８
―
８
２
４
―
０
１
８
７

﹁
司
法
書
士
無
料
相
談
会
﹂
の
開
催

前回行った
軽運動教室「男性クラブ」
の様子です
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駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

子
供
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

☆
実
施
期
間

▽
運
動
期
間　

９
月
21
日
（
水
）
～
30
日
（
金
）

▽
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

９
月
30
日
（
金
）

☆
運
動
の
基
本

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

☆
運
動
の
重
点

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

※
特
に
反
射
材
用
品
等
の
着
用
の
推
進

及
び
自
転
車
ラ
イ
ト
点
灯
の
徹
底

②
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

※
特
に
、
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行

者
優
先
の
徹
底

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
ラ
イ
ト
を
早
め

に
点
灯
し
、
夜
間
、
前
車
や
対
向
車
が

な
い
場
合
は
ラ
イ
ト
を
上
向
き
に
し

て
、
歩
行
者
や
自
転
車
を
早
め
に
発
見

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
５
年
の
後
納
制
度
」
と
は
、
過
去
５
年
間

に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま

で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将
来
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
額
が
増
え
た

り
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受

給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年
金
受
給
資
格
を
得

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
詳
し
い
内
容
は
、「
国
民

年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」（
０
５
７
０

―
０
１
１
―
０
５
０
）、
ま
た
は
最
寄
り
の

年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
年
金
事
務
所

電
話  

０
１
８
―
８
６
５
―
２
３
９
２

国
民
年
金
保
険
料

﹁
5
年
の
後
納
制
度
﹂
の
お
知
ら
せ

９月は
国民健康保険税

（3 期）
固定資産税

（3 期）
の納付月です

※口座振替されている方は、
　残高のご確認をお願いします。

病
気
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
方
々
の
尊

い
命
を
支
え
る
『
献
血
』
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

□
献
血
日　

10
月
6
日
（
木
）

□
日
程
等

　

▽
井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

13
時
30
分
～
15
時

　

▽
「
桐
ヶ
丘
」
及
び
「 

さ
く
ら
苑
」

15
時
30
分
～
16
時
45
分

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

電
話 

８
７
４

－

３
３
０
０
／
有
線 

４
４
５
５

﹃
献
血
﹄
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

10
月
３
日
か
ら
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
利

用
制
度
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
歩
行

困
難
で
か
つ
障
害
者
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方

や
妊
産
婦
、
け
が
人
な
ど
の
方
々
を
対
象
に
利

用
証
を
発
行
す
る
制
度
で
す
。
利
用
証
の
申
請

及
び
駐
車
区
画
の
設
置
届
の
受
付
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
手
続
き
方
法
、
利
用
で
き
る
駐
車
区

画
、
対
象
者
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト(http://

w
w

w.pref.akita.lg.jp/)

」
か
ら
「
駐
車
区
画
利

用
制
度
」
で
検
索
し
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
利
用
証
及
び
利
用
方
法

※
前
方
の
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
等
に
掛
け
て
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
が
運
転
又
は
同
乗

さ
れ
て
い
る
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。な
お
、

利
用
証
を
交
付
さ
れ
た
ご
本
人
が
同
乗
で
、

別
の
方
が
運
転
し
て
当
該
駐
車
区
画
に
駐
車

す
る
場
合
は
、
ご
本
人
が
降
車
後
速
や
か
に

別
の
駐
車
区
画
へ
の
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
秋
田
県
福
祉
政
策
課

電
話
０
１
８
―
８
６
０
―
１
３
１
６

『
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
利
用
制
度
』

が
始
ま
り
ま
す
！

□
日
時　

10
月
４
日
（
火
）
10
時
半
～
15
時
半

□
申
込
み
期
限　

９
月
26
日
（
月
）
ま
で

※
先
着
４
名
ま
で
。
相
談
は
無
料
。
必
ず
事

前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
会
場　

秋
田
中
央
保
健
所
（
潟
上
市
）

□
対
象　

18
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

あ
る
ご
本
人
や
そ
の
ご
家
族
な
ど

□
相
談
時
の
留
意
点　

①
本
人
の
状
態
に
合

わ
せ
て
、
今
後
必
要
な
支
援
内
容
を
検
討

し
必
要
に
応
じ
関
係
機
関
へ
紹
介
し
ま

す
。
②
医
療
行
為
に
あ
た
る
相
談
な
ど
、

場
合
に
よ
っ
て
は
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
③
紹
介
先
の
関
係
機
関
は
有
料

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】秋
田
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
０
１
８
― 

８
３
１
―
２
５
２
５

『
ひ
き
こ
も
り
』
に
関
す
る

巡
回
相
談
の
ご
案
内
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米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
に
基
づ
き
、

①
提
供
す
る
米
飯
類
の
産
地
情
報
の
伝
達

②
米
穀
等
の
取
引
の
記
録
の
作
成
・
保
存

が
必
要
で
す
。

①
に
つ
い
て
は
、「
〇
〇
県
産
」、「
国
内
産
」

な
ど
の
産
地
名
を
メ
ニ
ュ
ー
へ
表
示
、
Ｐ
О

Ｐ
等
で
店
内
掲
示
等
、
②
に
つ
い
て
は
納
品

書
、
帳
簿
等
に
必
要
事
項
（
品
名
・
産
地
・

取
引
数
量
、
年
月
日
、
取
引
先
名
、
搬
出
入

の
場
所
）
を
記
載
し
、
原
則
３
年
間
保
存
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
取
組
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
東
北
農
政
局
秋
田
支
局

消
費
・
安
全
チ
ー
ム
流
通
監
視
担
当

電
話
０
１
８
―
８
６
２
―
５
６
１
３

米
飯
類
を
提
供
す
る

外
食
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

平成２8年度 "秋季"農作業標準料金 は次のとおりです。

【秋季農作業】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項  　　 目 種　　　　　目 単　位 30a区画未満 30a区画以上

稲　　　刈

コ ン バ イ ン
刈 取 の み

整 理 田 10a 14,100 12,600

未 整 理 田 10a 15,100

コ ン バ イ ン
刈 取 ～ 籾 摺

整 理 田 10a 29,200 27,800

未 整 理 田 10a 29,800

運　搬　の　み 10a 1,700

籾　　　　　摺 60ｋg 600

色　彩・選　別 60ｋg 600

精　　　　　米 60ｋg 600

乾　燥　機 生　　　　籾 10a 8,000

オペレーター（運転手のみ） １日 10,000

一般作業（男女とも） １日 6,000～7,000

こ
れ
か
ら
、
稲
刈
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

農
作
業
の
際
は
、
農
機
具
点
検
を
行
い
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※この料金表における金額は基準を示したものです。特別な作業
の場合は、双方協議のうえ決定してください。また、労働時間
は原則８時間で、賄い・その他一切の現物支給は含まないもの
とし、３０a区画以上は縦100ｍ以上の区画とします。

【問い合わせ】　井川町農業委員会　電話874-4419　有線4497

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

町営住宅入居者募集
町では、羽立第２団地 110

号（平成２年建設）の入居者を

募集します。申込受付期間は９

月７日 ( 水 ) ～９月 21 日 ( 水 )

までです。

詳しくは、産業課建設班

までお問い合わせください。

【問い合わせ】役場産業課建設班

　電話874-4420/有線4464

□
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

□
日
時　

9
月
18
日
（
日
）
９
時
～
12
時

□
場
所　

湖
東
地
区
消
防
本
部

※
講
習
は
無
料
。
受
講
を
希
望
す
る
方
は

前
々
日
（
９
月
16
日
）
ま
で
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
湖
東
地
区
消
防
本
部

電
話 

０
１
８
―
８
７
４
―
２
４
２
０

『
定
期
救
命
講
習
』
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
日
本
国
花
苑
内
に
あ
る
彫
刻
の

案
内
や
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
ま
す
。
彫
刻
に

興
味
の
あ
る
方
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
年
齢
、性
別
等
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
９
月
21
日
（
水
）
午
前
９
時
よ
り
、
町
職
員

Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
、
彫
刻
清
掃
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
町
民
の
方
等
で
参

加
し
た
い
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
12
日
（
月
）

ま
で
総
務
課
総
務
班
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課
総
務
班

電
話
８
７
４
―
４
４
１
１　

有
線
４
５
７
７

日
本
国
花
苑
内
﹁
彫
刻
﹂
に
関
心
の
あ
る
方

（
案
内
人
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
を
募
集
し
ま
す
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今月のお知らせ

図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る

広
報
ク
イ
ズ 

No
・
３
０
１

◆
今
月
の
問
題

① 

今
年
の
井
川
町
敬
老
式
は
何
月
何
日
に
行

わ
れ
ま
す
か
？

② 

五
城
目
警
察
署
長
に
手
渡
し
た
飲
酒
運
転
撲

滅
誓
約
書
は
何
名
分
の
誓
約
書
で
し
た
か
？

◆
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
応
募
さ
れ
た
方

の
住
所
と
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
あ
て
先

〒
０
１
８
―
１
５
９
６

井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１

井
川
町
役
場 

総
務
課 

広
報
担
当
ま
で

◆
し
め
き
り　

９
月
15
日
（
木
）
消
印
有
効

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の

方
へ
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
は
①
８
月
17
日
②
昭
和
31
年
卒 

で
し
た
。

秋田県司法書士会による『無料相談会』

①相続、贈与、売買、借金、多重債務
などの相談会を実施します。要予約。
□日時　9月15日（木）13時～16時
□会場　潟上市役所飯田川出張所

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2611 ／有線 4451

『心配ごと相談』開催

どこへ相談したら良いのか分からない
など、日常の困りごとについて相談に
応じます。事前の予約は不要。
□日時　9月13日（火）9時30分～12時
□会場　老人福祉センターゆうゆう
□相談員　井川町民生児童委員

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2611 ／有線 4451

精神科医師による『心の健康相談日』

□相談日　9 月 13 日、27 日 ( 火）
　　　　　13：30 ～ 15：00（要予約）
□場　所　秋田中央保健所（潟上市）
□担当医　杉山病院　杉山 和 

【問い合わせ】
秋田地域振興局福祉環境部企画福祉課 
調整・障害者班（秋田中央保健所）

電話 018-855-5171

『障害者就職（きらめき就職）面接会』開催

□日時　９月 9 日（金）
14：00 ～ 16：00

□場所　ホテルメトロポリタン秋田 3 Ｆ
（秋田市中通 7-2-1）

□内容　合同面談方式による就職面接会
【問い合わせ】ハローワーク秋田
専門支援部門　　電話 018-864-4111

公共職業訓練受講生
( アビリティコース 11 月期生）」募集
□訓練期間　11月1日～H29年4月27日
□訓練時間　9：20～15：40
□訓 練 科　金属加工技術科（15名）、
住宅リフォームデザイン科（15名）
□会　　場　ポリテクセンター秋田
□募集期間　9 月 26 日まで
※テキスト代等は自己負担していただ
きますが受講料は無料です。

【問い合わせ】ポリテクセンター秋田 訓練課
受講者第一係　電話018-873-3178
秋田地方法務局からお知らせ

『全国一斉！法務局休日相談所』開設
□日時　10月2日（日）10時～15時
□場所　秋田地方法務局（秋田市山王）
□相談内容　①相続の登記や抵当権
の抹消登記・会社（法人）の設立の登
記、②隣地との境界・近隣トラブル、
③地代・家賃の供託、④成年後見制度
や国籍取得、⑤遺言・後見等公正証書
に関すること等
※予約優先。相談無料で秘密厳守。

【問い合わせ】秋田地方法務局 総務課
電話 018-862-1428

『無料調停相談会』開催

□内容　家庭内の問題、土地・建物・
金銭のもめごと、多重債務問題、交通
事故（補償）の相談に応じます。
□日時　9月9日（金）10時～15時まで
□場所　裁判所合同庁舎内
※当日、随時受付、順番に応じます。

【問い合わせ】裁判所合同庁舎内　
秋田調停協会　電話 018-824-3121

『自然観察会・体験教室』開催

□内容　「焼き板クラフト」の制作
□日時　９月 4 日（日）10 時～ 12 時
□場所　環境と文化のむら

（五城目町／野鳥の森）参加は無料です。
※開催日の前日まで申込みください。

【問い合わせ】秋田県環境と文化のむら
電話 018-852-2202

『あきたサイエンスクラブ科学講座』
受講者募集

「Flash（フラッシュ）を使って動くゲ
ームを作ろう！
□内容　Flash の基本的な操作方法と
ソフトを利用し、簡単なアニメ＋ゲー
ム（魅せて遊べるゲーム）を制作。
□日時　① 10 月 29 日② 11 月 5 日

13：00 ～ 17：00
□会場　秋田公立美術大学
□対象　中高生
□定員　各回、10 名
□締切り　9 月 23 日※ FAX、メール
等にてお願いします。

【問い合わせ】秋田県学術振興課
電話 018-860-1223 FAX018-860-1225
E-mail:science-club@mail2.pref.akita.jp

『あきた国際フェスティバル 2016』
で世界の文化に触れよう！

在住外国人による文化紹介や国際交流団
体による活動紹介が行われるワールドブ
ース、様々な国の踊りなどが披露されるス
テージパフォーマンス、世界のお菓子が
もらえるクイズラリーなど内容が盛りだく
さん。入場無料、お気軽にご来場ください。
□日時　10 月 1 日（土）10 時～ 16 時
□場所　イオンモール秋田 セントラルコート

【問い合わせ】公財）秋田県国際交流
協会 電話 018-893-5499

『労働関係助成金説明会・相談会』
ご案内

企業の経営者や実務担当者、経営コン
サルタントの方など、多くの皆様のご
参加をお待ちしております。
□会場　秋田県ゆとり生活創造センタ
ー遊学舎（秋田会場）
□日時　9 月 7 日（水）
　①全体説明会 13：15 ～ 15：15
　②個別相談会 15：15 ～ 16：00
参加料　無　料
□申込み　申込み用紙は秋田労働局ホ
ームページからダウンロードできます。
http://akita-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/
□定員　120 名　※定員になり次第、
締め切らせていただきます。

【問い合わせ】秋田労働局職業安定部
職業対策課　雇用開発係

電話 018-883-0010

ご存じですか？『筆界特定制度』

「筆界特定制度」は、土地の筆界（境界）
トラブルを解決するため法務局が現地に
おける筆界の位置を特定する制度です。
隣接地との筆界が分からず困っている方
など、筆界特定制度をご利用ください。

【問い合わせ】秋田地方法務局登記
部門筆界特定室 電話 018-862-1442
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齋
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幼
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す
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き
い
さ
む

Tell Me About Your Hometown！

故郷について教えてください！

Dialogue

 Hannah ： Where is your hometown, Elena?
 ハナ ： エレナの故郷はどこですか。

 Elena ：  I am from Boston. Itʼs the largest city in 
Massachusetts!

 エレナ ：  私の故郷はボストンです。マサチューセッツ州
で一番大きな都市です！

 Hannah ： Wow, Boston! What is Boston like?
 ハナ ：  ああ、ボストンですね！ボストンはどんな都市

ですか。

 Elena ：  Hmm, what is Boston like… well, itʼs very old, 
so there is a lot of history. It is a port city, so 
you can see the ocean. The summer is very 
beautiful, but the winter gets quite cold! What 
about you, Hannah? Where are you from?

 エレナ ：  うーん、ボストンは…とても古いので、歴史が
多いです。港町なので海をみることが出来ます。
夏はすごくきれいだけど、冬はとても寒いです
よ！ハナの故郷はどこですか。

 Hannah ：  I am from New Orleans, Louisiana. New Orleans 
is very old as well. However, you canʼt see the 
ocean from New Orleans.

 ハナ ：  故郷はルイジアナ州にあるニューオーリンズで
す。ニューオーリンズもとても古いです。でも、
ニューオーリンズでは海が見られません。

 Elena ： Oh, really?　How interesting!
 エレナ ： 本当に？それはおもしろいですね！

齋藤　千帆さん（寺　沢）

イラストレーターになり、
みんなから注目される絵を描
きたいです。

齊藤 美桜さん（さくら）

将来、薬ざい師になるために理科
や算数の知識を身につける。

今野 珠希さん（小竹花）

私は、たくさん勉強して、将来、
いい仕事につきたいです。

英会話教室、生徒募集！
～いっしょに楽しく英会話を学ぼう～
町の外国語指導助手（ＡＬＴ）が、イーサン先生か

らイザベル先生にバトンタッチし、町では、新たに英
会話教室の生徒を募集します。初心者からベテランの
方まで、だれでも参加できます。開催日は毎週水曜日
です。いっしょに楽しく英会話を学んでみませんか！
興味のある方は、お問い合わせください。
◇開催時間

初級コース 18：30 ～ / 中級コース 19：30 ～
【問い合せ先】井川町教育委員会

電話８７４－４４２４　有線４５３８

イ ザ ベ のル

楽しい英会話
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保健だより・子育て情報
ぼくたち、むしば なかったよ！

★夏の疲れから体調を崩しやすい時期です。
一日の気温差もあるので、衣服の調節は
大人が気配りしてあげましょう。

★23日（金）は、消防署で救急車や消防
自動車の見学をします。浜井川集会所か
ら歩いてお出かけします。バギーや抱っ
こ紐が必要な人は、準備してください。

＜来月始めの予定＞
10月 1日（土）は、こどもセンターの
運動会です。さくらっこの出番もあるの
でお楽しみに！

コミュニティセ
ンター前で水浴
びをしました！

【問い合わせ】井川こどもセンター
電話874-4151 有線4305

保健だより● ９～ 10 月分

わいわい広場『さくらっこ』
☆９月の予定 （時間 9：30 ～ 14：30）
開催日 場 所（内 容）
１日（木）
２日（金）

健康センター
浜井川地区集会所

５日（月）
８日（木）

９日（金）

こどもセンター
さくら分館　   9：30 ～ 11：30

   
▲

井川さくら駅の公園で遊ぼう
浜井川地区集会所

12日（月）
15日（木）

16日（金）

健康センター
こどもセンター 10：00 ～ 11：30

   
▲

手作りらんど - バスボム作り
浜井川地区集会所

20日（火）
23日（金）

浜井川地区集会所
浜井川地区集会所 10：15～ 11:00

   
▲

お散歩レッツゴー  消防署
（雨天中止）

26日（月）
29日（木）

こどもセンター
健康センター

☆イベントの申し込みに関係なくご利用できます。
☆週３回（月、木、金）月曜祝日の場合は火曜実施。
☆スタッフがお待ちしております。ﾌﾟﾚﾏﾏさんもどうぞ

半
田　

龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介
ち
ゃ
ん

（
羽　

立
）

★３歳児

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

9月 5日
20日

10月3日
17日

健康相談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母子健康

手帳交付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票
の交付、保健指導、栄養指導

すくすく学級・各種健診（検診）　　　　　　【会場　健康センター】
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間

9月16日

1歳6か月児
健 診

H26年12月生・
H27年1月、2月生まれ

身体測定、保健指導
内科健診、栄養指導 13：00～ 13：30

2歳児歯科検診 H26年4月～6月生まれ 歯科検診、保健指導 12：45～ 13：00

すくすく学級 H28年6月生まれ 身体計測、保健指導
離乳食について 9：30～9：45

乳児健診 H28年1月、4月生まれ
H27年8月、10月生まれ

身体測定、保健指導
内科健診、栄養指導 13：00～ 13：30

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○４か月児、７か月児（H28年1月、4月生）は離乳食指導があります。
午後１時までに受付をお済ませ下さい。

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田厚生
医療センター

電話予約は毎週月～金曜日の13：30～ 15：30
検診当日は8：00までに病院外来受付窓口へ

病院･保健活動室
電話880-3013

食生活改善推進協議会・推進員養成講座
月　日 内　　　容 受付時間・会場

9 月 13 日
（火）

・レクダンス（軽体操）
・「減塩学習会」講話、調理実習ほか　

9：30～13：00
町農村環境
改善センター

手作りらんど
～バスボム（入浴剤）～

ママのリフレッシュ講座です
・・かわいいバスボムを

作ってみましょう・・
□と　き　9月15日（木）10時～11時半
□場　所　こどもセンター
□材料費　500円以内
□〆切日　9月8日(木）

定期予防接種・子宮がん検診のお知らせ
【定期予防接種】
□予防接種の種類：ＭＲワクチン、ＢＣＧ、四種混合、不活化ポ

リオ、日本脳炎、小児用肺炎球菌、ヒブ（Hib）、水痘
※子宮頸がん予防ワクチン接種（ヒトパピローマウイルス予防接種）

は副反応の報告を受け、積極的勧奨を差し控えております。
□実施方法：秋田県内予防接種協力医療機関での個別接種

※医療機関の詳細については、井川町健康センターへお問い合
わせください。医療機関によって予約制で実施している場合
や実施曜日、実施時間が決まっている場合がありますので、
事前にご確認ください。

□持参するもの：母子健康手帳、予診票
【子宮がん検診】
□子宮がん検診を町と契約した医療機関で受ける事ができます。

※詳しくは、健康センターにお問い合わせください。
【問い合わせ】井川町健康センター  電話 874-3300 ／有線 4455

籾
山　

尊た
け
るち
ゃ
ん

（
仲　

台
）
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慶 弔

人口などの動き
（８月１日現在）

人　口　男　2,364 人（ －　47）

女　2,626 人（ －　53）

計　4,990 人（ － 100）

世帯数　　　1,749 戸（－     5）

（　）内は前年同月との比較

だより
（７/21～８/20届出）

■お誕生おめでとう

　浅野　桜
さくらこ

子（博明・千春）

　湊　　杏
あ ず

絆（教良・牧子）

　児玉　大
た い が

嘉（祐資・まどか）

■ご結婚おめでとう

♡三浦　賢利（小竹花）
　川越真希子（横手市）

♡米澤　　毅（愛知県）
　湊　香菜子（街　道）

■お悔やみ申し上げます

髙橋　兼男（89 歳・大　台）

小林　愛子（94 歳・葹　田）

澤石　ユキ（95 歳・井　内）

齋藤スチヱ（98 歳・綱木沢）

お願い：〝慶弔だより〟へ氏名等の掲載
を希望されない方は、届け出の際
に『戸籍窓口』へお申し出ください。

施設の利用状況（７月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス 2,088 人（ 8,483 人）
■環境改善センター 1,069 人（ 4,801 人）
■町民体育館 1,044 人（ 4,675 人）
■町民武道館 374 人（ 1,333 人）
■町営野球場 298 人（ 743 人）
■スポーツ交流館 115 人（ 675 人）
■町民プール 256 人（ 256 人）
■定住促進センター 1,103 人（ 5,022 人）
■日本国花苑施設 1,334 人（ 5,865 人）
■老人福祉センター 1,248 人（ 4,969 人）
■ごみ処理場 77 ｔ（ 310 ｔ）
■し尿処理場 14 kl（ 44 kl ）

今
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催
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だ
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面
、
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本
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獲
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ダ
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で
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前
回
ロ
ン
ド
ン
大
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史
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全
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ラ
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で
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、
そ
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分
だ
け
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あ
っ
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務
め
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卓
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競
技
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一
喜
一
憂
し
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卓
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い
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心
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、
観
て
い
る
側
に
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伝
わ
っ
て
く
る
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奥
深

い
卓
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を
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り
、
や
り
た
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な
っ
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は
す
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顔
に
感
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で
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で
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戦
だ
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め
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す
る
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は
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よ
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Ｖ
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わ
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た
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も
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あ
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編集雑記

町
内
で
開
催
し
て
い
る
各
種
教

室
な
ど
の
活
動
内
容
を
広
く
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
、
活
動
の
場

を
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
、

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
８
回
目
は
、
タ
イ
式
ヨ
ガ
教

室
「
ル
ー
シ
ダ
ッ
ト
ン
」
を
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
師
（
代
表
）猿

田　

千
秋 

先
生

◇
サ
ー
ク
ル
人
数　

20
名

◇
ど
の
よ
う
な
活
動
で
す
か
？

毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時
か

ら
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

タ
イ
に
伝
わ
る
伝
統
医
学
の
一

つ
「
自
己
整
体
法
」
で
、
独
自
の

深
い
呼
吸
法
に
よ
り
、
筋
肉
を
鍛

え
体
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
ま
す
。

◇
や
っ
て
み
て
の
感
想

深
い
呼
吸
と
と
も
に
自
立
神
経
が

安
定
し
、
体
全
体
を
伸
ば
し
て
い

く
の
で
、
腰
痛
・
肩
こ
り
・
猫

背
・
冷
え
性
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、
実

感
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

◇
町
民
に
一
言
！

誰
で
も
気
軽
に
始
め
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
癒
し
の
曲
を
聴
き
な

が
ら
、
全
身
を
伸
ば
し
た
り
身
体

の
歪
み
を
治
し
て
い
き
ま
す
。
男

女
問
わ
ず
興
味
の
あ
る
方
、
一
緒

に
健
康
な
体
を
作
り
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
の
参
加
を
会
員
一
同
、

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
一
度
見
学
に
来
て
見
て
く
だ
さ
い
。

◇
会
費
等　

月
３
千
円
（
月
４
回
）

町
内
で
活
動
し
て
い
る

各
種
教
室
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
！

＝
第
８
回
目
＝

﹁
ヨ

ガ

教

室
﹂

【問い合わせ】
町教育委員会生涯学習班
電話８７４―４４２２
有線４４４３

善 意
■地域福祉基金へ

・保野子町内の鈴木 正彦さんより亡父
隆藏さんの香典返しとして

― ありがとうございました ―
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※
広　

報　

い　

か　

わ　

№
７
１
８　
　

※
編
集
・
発
行
／
井
川
町
役
場
総
務
課　

〒
０
１
８
―
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１　

☎
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱
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